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第１６回かまくら市民活動の日 フェスティバル 

開催日：平成26年  ５月９日（金）～１１日（日） 

場 所：鎌倉生涯学習センター 

 

 

16回目を迎える来年の『市民活動の日フェスティバル』は、5月 9日（金）～11日（日）に鎌倉生涯学習センタ

ーで開催します。参加団体の活動を紹介するパネル展示、相談コーナー、デモンストレーション、物販などに加え、

5月 10日（土）は 2階ホールでの催し物も計画しています。 

参加募集説明会は以下両日にＮＰＯセンター鎌倉で行います。参加される団体で確認したい点、判らない点があ

る場合や、新たな企画について相談したい場合は、会場でお話を承りますのでお気軽にお越しください。 

なお、参加募集資料及び参加申込書は１月末に登録団体宛お送りします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～研修部会便り～ 
 

放射能講座第３弾「内部被ばくと放射能のリスクを考える」講演会報告 

日 時：平成25年9月28日（土） 15：00～17：00 

会 場：市役所第３分庁舎講堂 

講 師：医学博士 渡井健男 （放射能リスクリサーチセンター、東海渡井クリニック院長） 

 

一昨年3月11日の東日本大震災により引き起こされた福島第一原発のメルトダウンに伴う放射能汚染はまだまだ続いて

おります。11月19日現在漸く核燃料の取出しが始まりました。 

この爆発以来研修部会では平成23年12月に崎山博士、平成24年9月に木村博

士をお迎えして、放射能講座第1弾、第 2弾の講演会を開催してきました。本年

は爆発事故後いち早く放射能の内部被ばくの測定を始められた東海渡井クリニッ

ク院長の渡井博士をお迎えして放射能汚染のリスクについてお話していただきま

した。当日は16：30までの予定でしたが質疑応答が絶えず、時間延長して講演会

終了後も質問が続き、アンケートでも好評をいただきました。 

今回の講演に先だち、私達研修部会員は平塚市の協働事業である市民測定室、

鎌倉市市民相談課の七里ガ浜浄化センターを訪問し食品の放射能測定の実態を聞

いてきました。 

また、東海渡井クリニックにもお伺いして体内被ばくの測定設備を見学させていただき、今回の講演を依頼することに

致しました。鎌倉市は実質的に食品の放射能測定から撤退することを知らされています。鎌倉市民を放射能から守るため

にも鎌倉市にも放射能測定の機関が必要ではないでしょうか。 

講演会の詳細は研修部会のホームページに掲載していますので参照してください。 

（仮称「鎌倉放射能リサーチセンター」の設立に対しては、研修部会員は任意参加とすることにしました） 

（研修部会 奥野 晃 記） 

参加募集説明会 
第１回：２月１４日（金）１９時から 1時間程度 

第２回：２月１５日（土）１４時から   〃 

場 所：NPOセンター鎌倉 

     ※いずれかご都合のつく日にご参加ください。 

 ＜前回フェスティバルの様子＞ 
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登 録 団 体 見 て 歩 き       

（他職種・他業種交流会） 

（調査活動の様子） 

鎌倉のごみ減量をすすめる会 
 

 会の活動状況を代表の高田さんから伺いました。 

 同会は2011年（平成23年）11月に発足、鎌倉市の

制定した要綱に基づき行政・事業者・市民が連携して、

ごみ発生の抑制及び焼却量の低減を目指して活動し

ています。 

 具体的には、①ごみ減量講話－市内自治会や町内会

を廻って実践的なごみ減量の話をしたり、家庭で出来

る生ごみ処理のワークショップを行う。②２Ｒエコス

ポット制度－ごみ発生抑制行動をしている市内のお

店を発掘、拡大し、ＷＥＢで紹介する(レジ袋削減、

包装容器削減、ＰＥＴ容器削減、量り売りや持ち込み

容器による販売、生ごみ自家処理などを実施する業

者）。③市内の多量排出事業所に対する働きかけ－行

政と共に訪問して資源化促進などを働きかけるなど。 

 これらの活動のうち、ごみ減量講話と生ごみ処理ワ

ークショップは平成25年度になって10月半ばまでの

約7か月間に合計7回行われ、参加者数はおよそ 385

名になったそうです。またエコスポット制度では、既

に14のお店が登録されています。 

 10月 19日に行われた「鎌人いち場」では、大型の

ブースを出店してごみ減量を訴えると同時に、「情報

処かまんど」でも、集まった人に生ごみの資源化とご

みの発生抑制を訴えました。 

同会では、上記の活動を実施するため｢生ごみ減

量｣、｢発生抑制｣、｢広報｣の三チームを組織し各チー

ムが協力しながら活動しているそうです。  

 同会では共に行動する会員を募集しています。 

                 （取材：廣明） 

会員数：17名   年会費：なし 

連絡先：鎌倉市役所環境部 ごみ減量・資源化推進 

担当（電話 0467-23-3000 内線 2962） 

ホームページ：http://kamagomi.kcn-net.org/ 

 

 

湘南鎌倉・猫ほっとさぽーと 
 

こんなにかわいい猫ちゃんが寄ってきたら思わず

エサを与えたくなりますよね。でもちょっと待って！

優しさからくるその行為は、猫にも人間にも不幸な結

果を招くことにつながります。 

 猫は野生動物ではないため、飼い主のいないノラ猫

というのは、過酷な運命にさらされています。その猫

たちが無秩序に繁殖し続ける結果、虐待を受けたり、

病気になったり、最後は処分されてしまいます。一方

で私たちの生活環境にも騒音、悪臭など悪影響を及ぼ

します。 

 これ以上不幸な猫を増やさないためには、飼い主の

いない猫には不妊・去勢手術を行うことが必要なので

す。捕獲（Trap）して手術（Neuter）をして、元の場

所に戻す（Return）。このＴＮＲを中心に活動してい

るのがＮPO法人「湘南鎌倉・猫ほっとさぽーと」です。 

 ＴＮＲを行うことで、猫の数は安定し、鳴き声や臭

い、衛生面の被害も解消することができ、地域も安心

して猫との共存ができます。ＴＮＲは環境省も推奨、

また世界共通の活動でもあります。ＴＮＲを行った猫

は耳をちょこっとカットをしています。かわいそう？

いえ、これは、ちゃんと手術をした、守られた猫です

よ、という愛の印なのです。 

「湘南鎌倉・猫ほっとさぽーと」はＴＮＲの活動だ

けでなく、飼い主のいない猫や怪我をした猫を保護し

て里親を探したり、猫に関する困りごとの相談にも乗

っています。 

 ところで今から 40 年ほど前は野良犬や犬の放し飼

いは普通でしたが、今は法律も整備されその数は激減

しました。一方で猫は法律もないのでノラ猫は減って

いません。 

 不幸な猫を増やさないために、猫による被害をなく

すために、「湘南鎌倉・猫ほっとさぽーと」にご理解

とご協力をお願いします。（取材 立木） 

   

猫に関するご相談は、『NPO法人 湘南鎌倉・猫ほっ

とさぽーと』まで。 

 連絡先：0467-32-1318（飯田） 

（捕獲の様子） 

（本物の生ごみを使って実演） 

  （鎌人いち場で 

エコなお店を紹介） 

http://kamagomi.kcn-net.org/
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(寄せ書きコーナー) (寄せ書きコーナー) 

(寄せ書きコーナー) （
恐
竜
の
卵
を
作
ろ
う
） 

(寄せ書きコーナー) 

ファンド資金は 

一般企業や市民、鎌倉市市民活動センター

登録団体からの寄附、運営会議正会員がお祭

りやイベントで集めたお金から成り立って

います。 

 

＜評価項目＞  

・問題解決のための問題意識を持ち、その活動に社会性、公共性が認められる  

・対象とする活動に計画性があり、実現性が高い活動である  

・対象とする活動に継続性があり、発展の可能性が高い活動である  

・活動に対する意欲が認められ、助成の効果が高い活動である  

・新しい視点からの市民活動への提案が見受けられる 

  

 平成25年11月3日、たまなわ交流センター

会議室において、 

   「ＮＰＯ支援かまくらファンド審査会」 

               が開催されました。 

＜ 審査員の方々 ＞  
 

石渡 隆雄さん（公益社団法人鎌倉青年会議所 専務理事） 

磯崎 勇次さん（鎌倉市市民活動部 次長）  

小倉 寛子さん（鎌倉ユネスコ協会 事務局長）  

高柳 英麿さん（NPO法人かまくら緑の会 代表）  

渡邉 公子さん（鎌倉市市民活動センター運営会議 理事長） 

 

授与式の様子 

プレゼンテーションの様子 

かまくらファンド助成団体 主 な 活 動 助 成 申 請 

ＮＰＯ法人 子ども大学かまくら 
子どもたちに考える力、応用力、判断力などを養う「大学校」

をつくり、学校以外の知識を教える 
大学の内容を示すパンフレットを作る 

砂押川プロムナード桜愛護会 大船・砂押川沿いの桜並木の保全活動 
老木の管理のため良質の土壌に入れ変えると共にプロムナード

の整備費用に充てる 

鎌倉ユネスコ協会 ユネスコ憲章に基づき、世界平和の実現を図る活動をする 「平和の鐘」の作成費用 

北鎌倉吊るし飾り委員会 北鎌倉の街の活性化を目的にイベントの開催を図る 吊るし飾りのイベント開催費用としてマップ作製費などに使う 

鎌倉路地フェスタ実行委員会 
鎌倉の地域活性化をめざし、アートラリーイベントとして 

今年で９回目を開催 

運営スタッフのwebデザイン技能向上の支援などに使い、 

自前で作成を行う環境を整備する 

図書館とともだち・鎌倉 図書館の充実を通して、かまくらの文化を活性化する １５周年記念事業記録集の作成 

 

 

長年の活動が認められてうれ

しいです。 

お金のかかる記念誌を少しで

も立派な体裁にできるよう助成

金を使わせていただきます。 

（図書館とともだち・鎌倉 

杉崎敦子） 

 

会場で他の団体から、応援

団は来ないのですか？と聞

かれました。 

でも、受賞したことを仲間

に伝えると、とても喜んでく

れました。 

ありがとうございました。

（砂押川プロムナード 

桜愛護会丸岡昭雄） 

  

「かまくらファンド」への応募団体は年々増加の傾向にありうれしく存じ上げてお

ります。 

 この傾向を受け、助成対象団体数、助成額など「かまくらファンド」のあり方の検

討はじめ、審査会の向上、改善努力を続けております。 

 さて、今回は「鎌倉青年会議所」からのご寄附の趣旨に沿い、鎌倉の「まちづくり」

活動を選考基準の主眼のひとつとさせていただきました。 

 応募は 8団体を数え、活動発表会では各団体の「まちづくり」等、日頃の研鑽努力

振りが審査員各位の胸をうち、審査に当りいずれも甲乙つけ難いというのが各審査員

の率直なお声であり感想でした。 

結果、助成団体は下記 6団体に決定いたしました。 

 認定ＮＰＯ法人の認証を取得したことにより、我々ファンド部会の自主事業として

の役割が益々、重要になったことを自覚しておりますので、来年に向けて一層努力し

て参りたいと思います。 

（運営会議 ファンド部会）  

～助成団体の声～ 



開催日時 ：平成25年12月14 日(土）10：00～12：00

集合場所 ：山ノ内配水池横 実 施 日 ：平成26年1月7日(火)/8日(水)/9日（木)/10日(金)

(北鎌倉駅より梶原の方へ徒歩15分） 集合場所 ：ＪＲ北鎌倉駅（交番横）

持 ち 物 ：軍手　　※道具は用意します 受付時間 ：9：30～　最終出発 10：00

Ａ コ ー ス ：北鎌倉駅→浄智寺→鶴岡八幡宮→宝戒寺→

妙隆寺→本覚寺→大町会館（昼食）→御霊神社→

開催日時 ：平成25年12月15 日(日）9：00～12：00 長谷寺（解散14：30頃）　※徒歩約7㎞

集合場所 ：北鎌倉駅西口駅前 費 用 ：参加費500円 拝観料550円

コ ー ス ：（予定）山ノ内公会堂 → 台峯 → 中央公園

服 装 ：ハイキングシューズ、長袖シャツ、リュック

持 ち 物 ：飲み物、軽食、双眼鏡、雨具

主 催 ：北鎌倉の景観を後世に伝える基金 実 施 日 ：平成26年1月20日(月)/21日(火)/23日(木)/24日(金)

問 合 先 ：ＴＥＬ 0467-47-9892（和泉） 集合場所 ：ＪＲ大船駅南改札 西口（大船観音側）

Ｈ Ｐ ：http://www.kitakamakura-daimine-trust.org/ 歩行者デッキ(2階トイレ前）

受付時間 ：9：30～　最終出発 10：00

Ｂ コ ー ス ：大船駅西口＝[バス]＝山王神社前バス停→感応院

諏訪神社→常光寺→白幡神社→養命寺（本堂拝観）

鳥森公園（昼食）→皇大神宮（正式祈願）→

神明町バス停（解散14：30頃）　※徒歩約7㎞

費 用 ：参加費500円 拝観料等200円 交通費200円（バス代）

開催日時 ：平成25年12月18 日（水 ） 申し込み ：ハガキ、FAX、メール（HPの書式使用）

①13：00～14：30　②15：00～16：30

会 場 ：ギャラリー＆カフェ「ジャック＆豆の木」

参 加 費 ：1000円（予約制）　※ワンドリンク付き、リンゴのお持ち帰り 締 切 ：実施日の1週間前

持 ち 物 ：なし 持 ち 物 ：昼食、飲み物、雨具、福寿手帳（お持ちの方）

主 催 ：気軽にアート！ 主 催 ：ＮＰＯ法人鎌倉ガイド協会

問 合 先 ：ＴＥＬ 090-1850-6538（髙木啓多） 問 合 先 ：ＴＥＬ 0467-24-6548（9：30～15：30）

E - mail ：keita.takaki@gmail.com ＦＡＸ 0467-24-6523（第2土曜日は休み）

Ｈ Ｐ ：http://www.kcn-net.org/guide/

開 催 日 ：平成26年1月25日（土）14：00～16：30

会 場 ：玉縄学習センター 2階 第2集会室

講 師 ：野田充博氏（公益法人 鎌倉風致保存会事務局長）と里山班

募集人数 ：30人 活動日時 ：特定日（下記参照）

参 加 料 ：無料 活動場所 ：下記参照

主 催 ：玉縄城址まちづくり会議 持 物 ：軍手、タオル、飲料水

申込・問合 ：ＴＥＬ/FAX 0467-45-7411（玉縄城址まちづくり会議） 服 装 ：長袖、長ズボン、帽子、靴下、作業しやすい靴

E - mail ：artbank21@nifty.com 主 催 ：公益財団法人鎌倉風致保存会

問 合 先 ：ＴＥＬ 0467-23-6621

（月曜日は休み・月曜日が祝日の場合は翌日休み）

イベント傷害保険 ：加入あり

活動日時 ：長期

活動場所 ：イベント会場

主 催 ：游風

問 合 先 ：080-5083-2689（竹林）
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保険 ：無

１月11日（土）十二所果樹園 　 18日（土）御谷山林

3月15日（土）東勝寺跡 　　 　　 22日（土）御谷山林

☆山の手入れ （雨天中止）

※台風、強風、豪雨以外は雨天でも実施しますが、コースを
変更することがあります。

新春の藤沢に鎌倉ゆかりの古刹と古社を訪ねる
ー福の神々にお会いし 皇大神宮で招福祈願！－

　　　　　イベントでの環境啓発ボランティア募集

2月  1日（土）建長寺回春院 　　 8日（土）大仏切通

2月15日（土）御谷山林

臨床美術体験「リンゴの量感画」

ＮＨＫハートネットＴＶでも紹介された介護予防や認知症リ
ハビリにも役立つ非薬物療法として注目される「臨床美術」
の体験会。

　　　　〒248-0014　鎌倉市由比ガ浜4-1-1　鎌倉ガイド協会

 ※コース名、参加希望日、氏名(同伴者も)、住所、電話番号を明記

玉縄アカデミア
＜城址里山の保全＞講演とシンポジュウム

新春恒例！招福祈願の鎌倉七福神巡り

みどりのボランティア募集

鎌倉ガイド協会　１月の史跡めぐり

☆山歩き

北鎌倉・台峯を歩く

3月  1日（土）十二所果樹園 （植樹会）

平成25年（2013年）12月 鎌倉パートナーズ 第69号（情報版） 

イ ベ ン ト （12月～1月）・ ボ ラ ン ティ ア情報 

ボランティア 

ボランティア 



開催日時 ：平成26年1月26日（日）10：00～11：30 開催日時 ：平成26年2月1日～3月30日10：00～16：00

会 場 ：鎌倉生涯学習センター　第5集会室 休館日：毎週月曜日(入場無料）

講 師 ： 会 場 ：かまくら「陶芸館」（0467-24-9537）

参 加 費 ：500円（当日） 開催日時 ：平成26年2月1日～3月30日の金、土、日曜日

定 員 ：申し込み先着50名 10：00～16：00（入場無料）

主 催 ：自然環境と人間生活を考える会 会 場 ：ギャラリー＆珈琲 北鎌倉“結（ゆい）”

後 援 ：鎌倉市教育委員会　他 （0467-24-4168）

申 込 先 ：090-4710-3790（渡邉）

E - mail ： tm6903@live.jp  開催日時 ：平成26年2月、3月の毎週水曜日13：00～15：00

会 場 ：香り仕事　セミナーハウス

講 習 費 ：1,800円　（材料代 800円、講習代 １000円）

定 員 ：各回5～6名（先着申し込み順）

活動日時 ：火曜日、水曜日の15：00～17：30くらい 問合/申込 ：かまくら陶芸館（0467-24-9534）、

活動場所 ：御成在宅センターから利用者の自宅 香り仕事（0467-22-6478）

特記事項 ：ご自分の車で配達していただきます 主 催 ：北鎌倉吊るし飾り実行委員会

主 催 ：特定非営利活動法人鎌倉ホームヘルプ協会ベルの会 後 援 ：鎌倉市、鎌倉市観光協会、鎌倉市商工会議所　他

問 合 先 ：0467-22-6005 問 合 先 ：ＴＥＬ 0467-22-4693（斎藤）
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保険 ：加入あり

活動日時 ：長期でも短期でも

活動場所 ：鎌倉中央公園内

持 物 ：長靴、軍手、帽子、手ぬぐい、弁当、飲み物

活動日時 ：木曜日 1月9日、2月13日、2月27日（雛飾り） 服 装 ：汚れても良い服装

3月3日、4月1日　9：00～11：00 主 催 ：特定非営利活動法人山崎・谷戸の会

主 催 ：玉縄城址まちづくり会議 問 合 先 ：0467-47-1164

問 合 先 ：ＴＥＬ/FAX 0467-45-7411（玉縄城址まちづくり会議） ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保険 ：加入あり

E - mail ：artbank21@nifty.com

活動日時 ：調査訪問は随時、例会は月2回 開催日時 ：平成26年4月19 日（土 ）13：30開演

活動場所 ：神奈川県内 会 場 ：鎌倉芸術館　大ホール

特記事項 ：グループ内の連絡はメール利用 入 場 料 ：無料

主 催 ：NPO法人老人ホーム評価センター 演 奏 曲 ：ふるさとの四季/モーツァルト レクイエム 他

問 合 先 ： rhhc@kamakuranet.ne.jp 主 催 ：混声合唱団ムジカおさらぎ
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保険 ：加入なし 問 合 先 ：ＴＥＬ 045-851-0858（加藤）

松岡武彦（行政書士、鎌倉成年後見・文化財支援
センター副理事長、中央学院大学法学部講師）

◎判断能力があるうちの「任意後見」
◎判断能力が不十分な時の「法定後見」
◎悪徳商法で不本意に結んだ契約は後見人が即「取消」
◎一人暮らしの高齢者の強い味方が後見人

60歳以上の混声合唱団。団員募集！！　まだ間に合います。

混声合唱団ムジカおさらぎ 第26回 定期演奏会

有料老人ホームについて勉強し、訪問調査を行う。その知識
を基に入居希望者の相談を受けるボランティアです。

　　　　　龍寳寺玉縄ふるさと館　ボランティア活動

重文古民家で「昔の暮し」を楽しむ体験をしましょう
・鎌倉市小学校学童の社会科学習を案内をします
・古民家をピカピカに清掃します　・雛祭りイベント開催します

配食サービスボランティア募集

里山保全ボランティア募集

北鎌倉　吊るし飾りのある街　写真展

千代紙＆香りの吊るし飾り講習会

老人ホーム訪問調査、評価と相談

親の財産を守る成年後見
～あったらいいな！の制度～

早春の北鎌倉が楽しくなる
北鎌倉　　吊るし飾り展のある街

平成２６年２月１日～３月３０日北鎌倉駅を中心に、北は小
袋谷から南は建長寺まで約２km、北鎌倉の街中に吊るし
飾りが飾られます。

※講演会後に、個人相談（無料）も受けられます。

北鎌倉　吊るし飾り展

平成25年（2013年）12月 鎌倉パートナーズ 第69号（情報版） 

イ ベ ン ト （1～4月）・ ボ ラ ン ティ ア情報 

ボランティア ボランティア 

ボランティア 

ボランティア 
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草 刈 開 始 

草 刈 終 了 

 

 

 
 

 

 
    

  

 11月9日(土)は、曇り空の少し肌寒い日でしたが、

会場となった玉縄小学校は熱気であふれていました。 

 私たち運営会議は、例年と同じく“宝つり”で参加

しました。こどもたちの遊べる出し物は他にもいろい

ろありましたが、小学生や小さなこどもたちが次々と

訪れてくれて、ねらったお宝をつり上げて喜んだり、

残念がったりと準備したこちらもドキドキしながら

一緒に楽しむことができました！ 

 お祭りへの参加団体は、町内会・自治会、福祉団体、

市民活動団体、学校、PTA、地域のお店など様々あり

ましたが、玉縄地区一丸となってお祭りを盛り上げて

いるような賑やかさを感じました。（佐藤 記） 

 平成 16 年にパソコン教室をスタートして丸 9 年経ち

ました。 

市民活動をされている方、または関心のある多くの方

に受講していただいております。 

 12月12日（木）には「パソコン deクリスマス」講座

を企画、また来年 1月 9日(木)から第 23期 3か月 9回

コース（市民活動の役に立つ講座内容 Word＆Excel）も

スタート致します。 

 詳細は鎌倉ＮＰＯセンターまでお問合せ下さい。 

（藤原 記） 

 

パソコン個人レッスンを受講 

して2年が経とうとしています。 

今では鎌倉水泳協会の文章作成、 

メール、写真、手紙、年賀状等が 

できるようになりました。 

パソコンで計算が出来る事も初めて知りました。 

パソコンに向かう緊張感と触る怖さがなくなりとて

も楽しいです。これからも沢山の事を学びたいと夢が

膨らんでおります。パソコン教室が待ち遠しいです。

（鎌倉水泳協会 髙見 愛子） 

 

｢一意専心｣（受講者の声） 
 

セ 

ン 

タ 

ー 

ス 

タ 

ッ 

フ 

紹 

介 

 

ご縁があって７月にＮＰＯセンターの

スタッフデビューをしました。☆☆☆ 

 

実はこちらに仲間入りするまで鎌倉市

の市民活動をなさっている団体がこんなに

多いことを全く知らず、また皆様の熱心な

活動ぶりを垣間見て驚きの日々です。 

 いろいろな方との出会いで自分自身も

視野が広がっていくことにワクワク(そし

てちょっとドキドキ)して 

います。 

皆様の活動がスムー 

ズにいくよう、少しで 

もお手伝いができれば 

うれしいです。 

（立木麻子） 

こんにちは。 

石川夏帆（なつほ）です。 

 

ＮＰＯセンターに来て、早 

半年…。まだまだ、頼りない私

ですが、日々助けていただきな

がら、ＮＰＯセンターをお手伝

いさせていただいております。 

事務仕事自体、初めてなので戸惑うことばかり

ですが、お話が大好きなので、是非、話しかけて

ください！ 

スタッフに入る日数も少ないので、お会いした

ことのない方も多いかもしれません…が、お会い

したときには、温かいＮＰＯセンターで、笑顔で

迎えられるように頑張ります 

ので、今後ともよろしくお願い 

いたします。（石川夏帆） 
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当センターホームページに「助成金情報」を掲載しています。 

募集要項の概要がご覧いただけます。ホームページをご覧になれない方は、センターにお越しいただければ、

情報をご提供いたします。また、相談部会では、個別のご相談にもお応えできる態勢を用意していますので、

是非ご利用ください。 

詳しくは、運営会議ホームページをご覧いただくか、センターへお問い合わせください。 

 

 

 

 

平成25年度第2回利用登録団体懇話会を開催

いたします。詳細は、団体宛に配布されるチラ

シをご覧ください。 

  日時：平成26年1月18日（土）15時～17時 

  場所：たまなわ交流センター2階会議室 

  内容：登録団体ＰＲ 

センターからのお知らせ 他 

 ※懇話会終了後、ＮＰＯセンター大船にて 

交流懇親会（17時～18時）を行います。 

鎌倉市の広報誌「広報かまくら」の『クローズ

アップ市民活動』で登録団体の紹介をしています。 

掲載希望の団体は、是非、ＮＰＯセンター鎌倉

にお申し出ください。 

 

 

  

 

  

 

 
 

Ｑ：ＮＰＯセンターを利用するためにはどんな条件が必要なのでしょうか。いまのところ個人で活動しているの 

ですがそれでも利用できますか。 

Ａ：市民活動センターは鎌倉市所有の建物ですが、その管理運営は「鎌倉市市民活動センター運営会議」が指定 

管理者として受託しています。当運営会議としては、｢鎌倉市市民活動センター条例｣や市から提示された業務 

仕様書に基づき、市民活動センターの設置の趣旨を十分全うできるようその管理に努めています。 

  市民活動センターの目的は市民の自主的で営利を目的としない社会貢献活動（福祉、まちづくり、環境など 

公益性のある課題の達成を目指す活動）を支援することです。 

具体的な業務として市民活動団体を対象として、ミーティングスペースや機材を無料もしくは安価で利用で 

きるようにする、学習・研修できる機会を設ける、市民活動全般に係る情報を提供する、等を行っています。 

  従いまして、市民活動センターを利用するためには自主的で営利を目的としない社会貢献活動をしている団 

体及び個人であることが最も重要な要件です。営利・宗教・政治、趣味や娯楽を目的とする団体は対象となり 

ません。 

  市民活動センターを利用するためには、先ず、利用登録団体として登録していただきます。登録は団体を原 

則としますが、個人であっても団体形成を目指しているのであれば登録可能です。たとえば、団体結成の打ち 

合わせなどに市民活動センターを利用することもできます。 

なお、市民活動についての相談は、登録していない団体や個人でも受けられます。（運営会議  相談部会） 

 

ＮＰＯセンターを利用するための条件は？ 

 

 ｢イベント情報｣、「ボランティア募集情報」、「会員ボ

ランティア募集情報」をセンターホームページ、広報紙 

『鎌倉パートナーズ』に掲載しています。 

 掲載をご希望の場合は、申込用紙に記入の上センター

にお申し込み下さい。（ＦＡＸ、メール可） 

 ※申込用紙は、センターホームページ「書式ダウンロ 

ード」からダウンロードできます。 

 

☆イベント情報 

登録団体の主催するイベント情報を掲載します。 

 

☆ボランティア募集情報 

 一つの行事についてのボランティア募集として掲載

します。 

 

☆会員ボランティア募集情報 

 団体の会員として活動していただくボランテイアの

募集情報を掲載いたします。 
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新収図書のお知らせ 
～鎌倉センター～ 

≪図書≫ 

◇ＮＰＯリーダーのための１５の力 

 発行：日本ＮＰＯセンター 

 

～両センター～ 

≪図書≫ 

◇一般社団・財団法人設立完全マニュアル 
著者：福島達也   発行所：学陽書房 2013.3 

◇ＮＰＯ法人設立マニュアル 

著者：福島達也   発行所：学陽書房 2013.3 

◇ＮＰＯ法人運営マニュアル 
編著者：福島達也  発行所：学陽書房 2013.3 

著 者：大内 智、中谷智明、中村恭章 

新収図書のお知らせ 

 

平成25年12月1日現在 利用登録団体数：４３９団体 

お願い 利用登録団体の登録内容（連絡先・代表者・活動内容等） 

に変更があった場合は速やかにご連絡ください。 

 

新規登録団体の紹介（平成 25年 12月 1日現在）  

☆御成町末広自治会：町内会の防犯防災対策、ゴミ処理

対策、社会奉仕活動等を通じ、会員相互の協力と親睦

を図る活動 

☆リサイクルハウス・ｗｉｔｈ友：各種イベントにおい

て、ごみ減量化のための啓発活動を展開 

☆湘南パートナーズ心理教育総合研究所：社会的自立が

困難な方々及びその家族を中心とした全ての人に対

して、人の関わり合いにつながる教育、社会活動の支

援に関する事業を行い、誰もが自立できる社会の実現

と地域社会の福祉の向上に寄与する活動 

☆鎌倉カルチャー＆スポーツクラブ（Ｍｉ-Ｋｕ-Ｔｏ）：

地域における運動やスポーツ活動を通じて子供たち

の「こころ」と「からだ」の健全な育成を促し、精神

面、体力的面の向上に貢献する活動 

☆老生活応援団：高齢生活者に知的応援をする活動 

☆スペイン語勉強会・おもてなし：スペイン語の勉強を

続け、スペイン語版の鎌倉観光地図や有名寺社の案内

書、更に観光（含む飲食店）の為のＱ＆Ａパンフレッ

ト等を作成 

☆鎌倉きものプロジェクト結（ＮＰＯ法人）：着物文化を

通じた地域観光資源の調査・発掘、域外への地域観光

魅力の発信、地域イベントなど地域活性化活動の企

画・推進、地域の人材や技術を利用した地域名産品の

開発などの活動 

☆気軽にアート！：『臨床美術』という芸術療法を鎌倉

市を中心に展開 

☆青空自主保育あおぞら：年中、年長の子ども達を交代

で預かり合い共に育ち合う親子の会 

☆ガールスカウト神奈川県連盟東湘南協議会：少女と若

い女性の可能性を最大限に伸ばすことを目的に活動 

 

年末年始閉館のおしらせ  

 平成25年12月29日(日)～平成26年1月3日(金)の期間は

閉館いたします。1月4日(土)から平常どおり開館いたし

ます。 

紙折り機  

 ＮＰＯセンター大船の「紙折り機」の機種が変わりま

す。ＮＰＯセンター鎌倉と同じ機種になります。使い方

は、これまでとほとんど変わりません。使い方がわから

ない場合は、受付にお申し出ください。 

忘れ物展示の件  

 両センターに忘れ物が保管されています。12月、１月

に展示いたしますので、来館されたときにご確認くださ

い。 

  
 

 

 

ＮＰＯセンターからのお知らせ 

 

 

 

 

発行：鎌倉市市民活動センター 

編集：特定非営利活動法人鎌倉市市民活動センター運営会議(認定法人)広報部会 

http://www3.ocn.ne.jp/~npo-kama/ 

 

 

 
    

 

 ＮＰＯセンター鎌倉 

〒248-0012 鎌倉市御成町 18-10      

TEL：0467-23-3000内線 2655 

TEL：0467-60-4555（直通） 

FAX：0467-61-3928 

E-mail：npo@chive.ocn.ne.jp 

 

  

 

ＮＰＯセンター大船 

〒247-0061 鎌倉市台 1-2-25 

（たまなわ交流センター １階） 

TEL/FAX：0467-42-0345 

  E-mail：npo2@abelia.ocn.ne.jp 
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